
　 平素は、 東日本高速道路㈱の外環事業にご理解・ ご協力いただき 誠にあり がと う ございま す。 ■連絡先 ： 東日本高速道路㈱

　 東日本高速道路㈱千葉工事事務所では地域の生活環境の保全に努めつつ外環事業に取り 組むために、 騒音・ 振動調査、 千葉工事事務所　 技術課

地下水位及び地下水質についての調査を毎月実施し ており ま す。 TEL:０ ４ ３ －３ ５ ０ －３ ３ ４ ２

1.調査項目および調査地点

4 月 0

5 月 0

6 月 0

4 月

5 月

6 月

作成日　 令和５ 年８ 月２ １ 日　

稲荷木・ 田尻・ 鬼高地区の7 月の調査結果のお知ら せ

▲

▲

至 高谷

至 松戸

至 東京

京葉道路

京葉市川ＩＣ

①-1

①-2

①-3

①-4

②-1

②-2

凡 例

● ： 騒音・振動調査地点

▲ ： 地下水位・水質調査地点

（水位：６地点、水質：６地点）

： 騒音・振動調査対象作業位置

至 船橋

⑥-1

⑥-2

２

▲

▲

稲荷木小学校

３

１

Ｂ

▲

▲

A

国道２９８号

京葉市川ＰＡ

③-1

③-2

③-3

⑤-1

⑤-2

⑤-3

⑤-4

④-1

④-2

④-3

Ａ

Ｂ

施工業者

清水建設（ 株）

鹿島建設（ 株）

（ 株） 鴻池組
特定建設工事共同企業体

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｇ ラ ン プ工事

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｂ ラ ン プ工事

工事名

▲

A

2.騒音・振動調査結果 3.地下水質調査結果（採水日：Ｒ５年７月２６日、２７日、２８日）

地下水質調査結果を下の表に示し ます。

毎月調査し ている 項目と し て、 ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムがあり ます。

○ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムに異常はあり ま せん。

①－1 ①－2 ①－3 ①－4 ②－1 ②－2 ③－1 ③－2 ③－3

7.6 7.9 8.0 8.0 8.1 8.1 7.6 7.7 8.1

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

④－1 ④－2 ④－3 ⑤－1 ⑤－2 ⑤－3 ⑤－4 ⑥－1 ⑥－2

7.7 8.1 8.0 7.1 7.6 8.1 8.1 7.6 7.7

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

解説

●ｐ Ｈ （ 水素イ オン 濃度）

●六価ク ロ ム

4.地下水位調査結果
地下水位の調査結果を下の表に示し ます。
○地下水位の低下が一部で確認さ れま し た。
　 引き 続き 注視し ていき ます。

単位： T.P .m

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

0.520 0.210 -0.140 -0.650 -0.480 -0.790 0.060 -0.070 -0.380

0.350 0.160 -0.160 -0.610 -0.460 -0.730 0.080 -0.020 -0.340

-0.060 -0.310 -0.580 -1.030 -1.060 -1.330 -0.160 -0.430 -0.870

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

0.410 -0.230 -0.950 -0.260 -1.680 -2.950 -4.120 0.330 -2.050

0.250 -0.350 -1.090 -0.410 -1.860 -3.170 -4.530 0.360 -2.370

-0.050 -0.670 -1.420 -0.860 -2.670 -3.900 -4.980 -0.100 -2.890

解説

●T.P .m

ｐＨ

調査地点

六価クロム(mg/ℓ)

ｐＨ

調査地点
① ② ③

　 東京湾の海面の平均高さ を ０ と し て、 標高を 表す時に用いる 単位です。

5月

6月

7月

六価クロム(mg/ℓ)

調査地点

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は強アルカ リ 性を 示すた め、 地下水中にセメ ン ト が混入し た場
合、 ｐ Ｈ がアルカ リ 性に傾く おそれがある こ と から 測定を 行っ ており ま す。 ｐ Ｈ については地下水における
環境基準は定めら れて いま せん。 なお、 p H＝7 が中性である こ と を 表し ており ま す。

① ② ③

⑤　④ ⑥

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は、 条件によ っ ては地下水に六価ク ロ ム と し て溶出する おそれが
ある こ と から 測定を行って おり ま す。 六価ク ロ ム の地下水における 環境基準は0 .0 2 ｍ ｇ /リ ッ ト ル以下と さ
れていま す。 ま た 、 「 0 .0 0 5 未満」 と は、 当試験において六価ク ロ ム を定量でき る 最も 小さ い値を 下回って
いる こ と を いいま す。

調査地点
④ ⑥

5月

6月

7月

⑤

Ｒ５

Ｒ５

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

Ｒ３ .１ Ｒ３ .４ Ｒ３ .７ Ｒ３ .１０ Ｒ４ .１ Ｒ４ .４ Ｒ４ .７ Ｒ４ .１０ Ｒ５ .１ Ｒ５ .４ Ｒ５ .７ Ｒ５ .１０

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

水
位

標
高

T
P(

m)

　 騒音レ ベルＬ Ａ5 およ び振動レ ベルＬ 1 0 を下の表に示し ま す。

○法律によ る 規制基準を 満足し て いま す。

解説

●騒音レ ベルＬ Ａ 5

●振動レ ベルＬ 1 0

調査地点 付近の工事内容 騒音レベルＬＡ5（ｄＢ）

　 騒音の大き さ を騒音レ ベルと いい、 ｄ Ｂ （ デシベル） と いう 単位で表し ま す。 騒音レベルをある 時間測定

し たと き 、 全測定値の大き い方から 5 % 目の値をＬ Ａ5 と 表し ま す。 こ れは、 「 特定建設作業に伴って発生す

る 騒音の規制に関する 基準」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

　 騒音と 同様に、 振動レ ベルをある 時間測定し たと き 、 全測定値の大き い方から 1 0 ％目の値をＬ 1 0 と 表し ま

す。 こ れは、 「 振動規制法施行規則」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

２
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 64 45
7月10日

昼間（8時～17時）

法律による規制基準

特定建設作業に伴って
発生する騒音の規制に

関する基準

特定建設作業に伴って
発生する振動の規制に

関する基準

85 75

３
京葉ジャンクション

Ｇランプ工事 62 47
7月10日

昼間（8時～17時）

振動レベルＬ10（ｄＢ） 調査日

１
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 56 36
7月10日

昼間（8時～17時）

1

千葉県環境保全専門部会（第52回）資料４



　 平素は、 東日本高速道路㈱の外環事業にご理解・ ご協力いただき 誠にあり がと う ございま す。 ■連絡先 ： 東日本高速道路㈱

　 東日本高速道路㈱千葉工事事務所では地域の生活環境の保全に努めつつ外環事業に取り 組むために、 騒音・ 振動調査、 千葉工事事務所　 技術課

地下水位及び地下水質についての調査を毎月実施し ており ま す。 TEL:０ ４ ３ －３ ５ ０ －３ ３ ４ ２

1.調査項目および調査地点

4 月 0

5 月 0

6 月 0

4 月

5 月

6 月

作成日　 令和５ 年９ 月１ ５ 日　

稲荷木・ 田尻・ 鬼高地区の8 月の調査結果のお知ら せ

▲

▲

至 高谷

至 松戸

至 東京

京葉道路

京葉市川ＩＣ

①-1

①-2

①-3

①-4

②-1

②-2

凡 例

● ： 騒音・振動調査地点

▲ ： 地下水位・水質調査地点

（水位：６地点、水質：６地点）

： 騒音・振動調査対象作業位置

至 船橋

⑥-1

⑥-2

２

▲

▲

稲荷木小学校

３

１

Ｂ

▲

▲

A

国道２９８号

京葉市川ＰＡ

③-1

③-2

③-3

⑤-1

⑤-2

⑤-3

⑤-4

④-1

④-2

④-3

Ａ

Ｂ

施工業者

清水建設（ 株）

鹿島建設（ 株）

（ 株） 鴻池組
特定建設工事共同企業体

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｇ ラ ン プ工事

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｂ ラ ン プ工事

工事名

▲

A

2.騒音・振動調査結果 3.地下水質調査結果（採水日：Ｒ５年８月２３日、２４日、２５日）

地下水質調査結果を下の表に示し ます。

毎月調査し ている 項目と し て、 ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムがあり ます。

○ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムに異常はあり ま せん。

①－1 ①－2 ①－3 ①－4 ②－1 ②－2 ③－1 ③－2 ③－3

7.4 8.1 8.1 8.0 8.1 8.2 7.7 7.5 8.1

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

④－1 ④－2 ④－3 ⑤－1 ⑤－2 ⑤－3 ⑤－4 ⑥－1 ⑥－2

7.6 8.1 8.0 7.0 7.7 8.1 8.1 7.6 7.7

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

解説

●ｐ Ｈ （ 水素イ オン 濃度）

●六価ク ロ ム

4.地下水位調査結果
地下水位の調査結果を下の表に示し ます。
○地下水位の低下が一部で確認さ れま し た。
　 引き 続き 注視し ていき ます。

単位： T.P .m

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

0.350 0.160 -0.160 -0.610 -0.460 -0.730 0.080 -0.020 -0.340

-0.060 -0.310 -0.580 -1.030 -1.060 -1.330 -0.160 -0.430 -0.870

0.020 -0.280 -0.580 -1.080 -0.810 -1.120 -0.100 -0.390 -0.800

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

0.250 -0.350 -1.090 -0.410 -1.860 -3.170 -4.530 0.360 -2.370

-0.050 -0.670 -1.420 -0.860 -2.670 -3.900 -4.980 -0.100 -2.890

0.230 -0.610 -1.450 -0.830 -2.690 -3.970 -5.230 0.030 -2.970

解説

●T.P .m

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は、 条件によ っ ては地下水に六価ク ロ ム と し て溶出する おそれが
ある こ と から 測定を行って おり ま す。 六価ク ロ ム の地下水における 環境基準は0 .0 2 ｍ ｇ /リ ッ ト ル以下と さ
れていま す。 ま た 、 「 0 .0 0 5 未満」 と は、 当試験において六価ク ロ ム を定量でき る 最も 小さ い値を 下回って
いる こ と を いいま す。

調査地点
④ ⑥

6月

7月

8月

⑤

Ｒ５

Ｒ５

① ② ③

⑤　④ ⑥

六価クロム(mg/ℓ)

調査地点

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は強アルカ リ 性を 示すた め、 地下水中にセメ ン ト が混入し た場
合、 ｐ Ｈ がアルカ リ 性に傾く おそれがある こ と から 測定を 行っ ており ま す。 ｐ Ｈ については地下水における
環境基準は定めら れて いま せん。 なお、 p H＝7 が中性である こ と を 表し ており ま す。

　 東京湾の海面の平均高さ を ０ と し て、 標高を 表す時に用いる 単位です。

6月

7月

8月

調査地点
① ② ③

ｐＨ

調査地点

六価クロム(mg/ℓ)

ｐＨ

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

Ｒ３ .１ Ｒ３ .４ Ｒ３ .７ Ｒ３ .１０ Ｒ４ .１ Ｒ４ .４ Ｒ４ .７ Ｒ４ .１０ Ｒ５ .１ Ｒ５ .４ Ｒ５ .７ Ｒ５ .１０

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

水
位

標
高

T
P(

m)

　 騒音レ ベルＬ Ａ 5およ び振動レ ベルＬ 1 0 を下の表に示し ま す。

○法律によ る 規制基準を 満足し て いま す。

解説

●騒音レ ベルＬ Ａ 5

●振動レ ベルＬ 1 0

調査地点 付近の工事内容 騒音レベルＬＡ5（ｄＢ）

　 騒音の大き さ を騒音レ ベルと いい、 ｄ Ｂ （ デシベル） と いう 単位で表し ま す。 騒音レ ベルをある 時間測定

し たと き 、 全測定値の大き い方から 5 % 目の値をＬ Ａ5 と 表し ま す。 こ れは、 「 特定建設作業に伴って発生す

る 騒音の規制に関する 基準」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

　 騒音と 同様に、 振動レ ベルを ある 時間測定し たと き 、 全測定値の大き い方から 1 0 ％目の値をＬ 1 0 と 表し ま

す。 こ れは、 「 振動規制法施行規則」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

２
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 65 45
8月8日

昼間（8時～17時）

法律による規制基準

特定建設作業に伴って
発生する騒音の規制に

関する基準

特定建設作業に伴って
発生する振動の規制に

関する基準

85 75

３
京葉ジャンクション

Ｇランプ工事 61 45
8月8日

昼間（8時～17時）

振動レベルＬ10（ｄＢ） 調査日

１
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 57 35
8月8日

昼間（8時～17時）

2



　 平素は、 東日本高速道路㈱の外環事業にご理解・ ご協力いただき 誠にあり がと う ございま す。 ■連絡先 ： 東日本高速道路㈱

　 東日本高速道路㈱千葉工事事務所では地域の生活環境の保全に努めつつ外環事業に取り 組むために、 騒音・ 振動調査、 千葉工事事務所　 技術課

地下水位及び地下水質についての調査を毎月実施し ており ま す。 TEL:０ ４ ３ －３ ５ ０ －３ ３ ４ ２

1.調査項目および調査地点

4 月 0

5 月 0

6 月 0

4 月

5 月

6 月

作成日　 令和５ 年１ ０ 月２ ０ 日　

稲荷木・ 田尻・ 鬼高地区の9 月の調査結果のお知ら せ

▲

▲

至 高谷

至 松戸

至 東京

京葉道路

京葉市川ＩＣ

①-1

①-2

①-3

①-4

②-1

②-2

凡 例

● ： 騒音・振動調査地点

▲ ： 地下水位・水質調査地点

（水位：６地点、水質：６地点）

： 騒音・振動調査対象作業位置

至 船橋

⑥-1

⑥-2

２

▲

▲

稲荷木小学校

３

１

Ｂ

▲

▲

A

国道２９８号

京葉市川ＰＡ

③-1

③-2

③-3

⑤-1

⑤-2

⑤-3

⑤-4

④-1

④-2

④-3

Ａ

Ｂ

施工業者

清水建設（ 株）

鹿島建設（ 株）

（ 株） 鴻池組
特定建設工事共同企業体

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｇ ラ ン プ工事

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｂ ラ ン プ工事

工事名

▲

A

1.騒音・振動調査結果 2.地下水質調査結果（採水日：Ｒ５年９月２７日、２８日、２９日）

地下水質調査結果を下の表に示し ます。

毎月調査し ている 項目と し て、 ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムがあり ます。

○ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムに異常はあり ま せん。

①－1 ①－2 ①－3 ①－4 ②－1 ②－2 ③－1 ③－2 ③－3

7.5 8.0 8.2 8.1 8.2 8.2 7.9 8.0 8.2

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

④－1 ④－2 ④－3 ⑤－1 ⑤－2 ⑤－3 ⑤－4 ⑥－1 ⑥－2

7.9 8.2 8.2 7.3 7.9 8.1 8.2 7.8 7.9

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

解説

●ｐ Ｈ （ 水素イ オン 濃度）

●六価ク ロ ム

3.地下水位調査結果
地下水位の調査結果を下の表に示し ます。
○地下水位の低下が一部で確認さ れま し た。
　 引き 続き 注視し ていき ます。

単位： T.P .m

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

-0.060 -0.310 -0.580 -1.030 -1.060 -1.330 -0.160 -0.430 -0.870

0.020 -0.280 -0.580 -1.080 -0.810 -1.120 -0.100 -0.390 -0.800

0.260 -0.030 -0.370 -0.940 -0.620 -0.950 -0.030 -0.130 -0.570

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

-0.050 -0.670 -1.420 -0.860 -2.670 -3.900 -4.980 -0.100 -2.890

0.230 -0.610 -1.450 -0.830 -2.690 -3.970 -5.230 0.030 -2.970

0.280 -0.390 -1.190 -0.560 -2.220 -3.360 -4.520 0.200 -2.330

解説

●T.P .m

調査地点
① ② ③

ｐＨ

六価クロム(mg/ℓ)

ｐＨ

調査地点
　④ ⑤ ⑥

六価クロム(mg/ℓ)

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は、 条件によ っ ては地下水に六価ク ロ ム と し て溶出する おそれが
ある こ と から 測定を行って おり ま す。 六価ク ロ ム の地下水における 環境基準は0 .0 2 ｍ ｇ /リ ッ ト ル以下と さ
れていま す。 ま た 、 「 0 .0 0 5 未満」 と は、 当試験において六価ク ロ ム を定量でき る 最も 小さ い値を 下回って
いる こ と を いいま す。

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は強アルカ リ 性を 示すた め、 地下水中にセメ ン ト が混入し た場
合、 ｐ Ｈ がアルカ リ 性に傾く おそれがある こ と から 測定を 行っ ており ま す。 ｐ Ｈ については地下水における
環境基準は定めら れて いま せん。 なお、 p H＝7 が中性である こ と を 表し ており ま す。

Ｒ５

7月

8月

調査地点
① ② ③

9月

Ｒ５

7月

8月

調査地点
④ ⑤ ⑥

9月

　 東京湾の海面の平均高さ を ０ と し て、 標高を 表す時に用いる 単位です。

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

Ｒ３ .１ Ｒ３ .４ Ｒ３ .７ Ｒ３ .１０ Ｒ４ .１ Ｒ４ .４ Ｒ４ .７ Ｒ４ .１０ Ｒ５ .１ Ｒ５ .４ Ｒ５ .７ Ｒ５ .１０

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

水
位

標
高

T
P(

m)

　 騒音レ ベルＬ Ａ 5およ び振動レ ベルＬ 1 0を 下の表に示し ま す。

○法律によ る 規制基準を 満足し て いま す。

解説

●騒音レ ベルＬ Ａ 5

●振動レ ベルＬ 1 0

調査地点 付近の工事内容 騒音レベルＬＡ5（ｄＢ） 振動レベルＬ10（ｄＢ） 調査日

２
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 65 44
9月12日

昼間（8時～17時）

１
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 56 36
9月12日

昼間（8時～17時）

　 騒音の大き さ を騒音レ ベルと いい、 ｄ Ｂ （ デシベル） と いう 単位で表し ま す。 騒音レベルをある 時間測定

し たと き 、 全測定値の大き い方から 5 % 目の値をＬ Ａ5 と 表し ま す。 こ れは、 「 特定建設作業に伴って発生する

騒音の規制に関する 基準」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

　 騒音と 同様に、 振動レ ベルをある 時間測定し たと き 、 全測定値の大き い方から 1 0 ％目の値をＬ 1 0 と 表し ま

す。 こ れは、 「 振動規制法施行規則」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

法律による規制基準

特定建設作業に伴って
発生する騒音の規制に

関する基準

特定建設作業に伴って
発生する振動の規制に

関する基準

85 75

３
京葉ジャンクション

Ｇランプ工事 61 45
9月12日

昼間（8時～17時）
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　 平素は、 東日本高速道路㈱の外環事業にご理解・ ご協力いただき 誠にあり がと う ございま す。 ■連絡先 ： 東日本高速道路㈱

　 東日本高速道路㈱千葉工事事務所では地域の生活環境の保全に努めつつ外環事業に取り 組むために、 騒音・ 振動調査、 千葉工事事務所　 技術課

地下水位及び地下水質についての調査を毎月実施し ており ま す。 TEL:０ ４ ３ －３ ５ ０ －３ ３ ４ ２

1.調査項目および調査地点

4 月 0

5 月 0

6 月 0

4 月

5 月

6 月

作成日　 令和５ 年１ １ 月２ １ 日　

稲荷木・ 田尻・ 鬼高地区の1 0 月の調査結果のお知ら せ

▲

▲

至 高谷

至 松戸

至 東京

京葉道路

京葉市川ＩＣ

①-1

①-2

①-3

①-4

②-1

②-2

凡 例

● ： 騒音・振動調査地点

▲ ： 地下水位・水質調査地点

（水位：６地点、水質：６地点）

： 騒音・振動調査対象作業位置

至 船橋

⑥-1

⑥-2

２

▲

▲

稲荷木小学校

３

１

Ｂ

▲

▲

A

国道２９８号

京葉市川ＰＡ

③-1

③-2

③-3

⑤-1

⑤-2

⑤-3

⑤-4

④-1

④-2

④-3

Ａ

Ｂ

施工業者

清水建設（ 株）

鹿島建設（ 株）

（ 株） 鴻池組
特定建設工事共同企業体

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｇ ラ ン プ工事

東京外環自動車道

京葉ジャ ン ク シ ョ ン Ｂ ラ ン プ工事

工事名

▲

A

1.騒音・振動調査結果 2.地下水質調査結果（採水日：Ｒ５年１０月２５日、２６日、２７日）

地下水質調査結果を下の表に示し ます。

毎月調査し ている 項目と し て、 ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムがあり ます。

○ｐ Ｈおよ び六価ク ロ ムに異常はあり ま せん。

①－1 ①－2 ①－3 ①－4 ②－1 ②－2 ③－1 ③－2 ③－3

7.6 8.0 8.2 8.1 8.2 8.2 7.9 7.8 8.2

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

④－1 ④－2 ④－3 ⑤－1 ⑤－2 ⑤－3 ⑤－4 ⑥－1 ⑥－2

7.9 8.1 8.1 7.4 7.9 8.2 8.2 7.8 8.0

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

解説

●ｐ Ｈ （ 水素イ オン 濃度）

●六価ク ロ ム

3.地下水位調査結果
地下水位の調査結果を下の表に示し ます。
○地下水位の低下が一部で確認さ れま し た。
　 引き 続き 注視し ていき ます。

単位： T.P .m

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

0.020 -0.280 -0.580 -1.080 -0.810 -1.120 -0.100 -0.390 -0.800

0.260 -0.030 -0.370 -0.940 -0.620 -0.950 -0.030 -0.130 -0.570

0.250 0.030 -0.320 -0.870 -0.620 -0.940 -0.030 -0.170 -0.550

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

0.230 -0.610 -1.450 -0.830 -2.690 -3.970 -5.230 0.030 -2.970

0.280 -0.390 -1.190 -0.560 -2.220 -3.360 -4.520 0.200 -2.330

0.260 -0.470 -1.260 -0.580 -2.210 -3.360 -4.590 0.210 -2.440

解説

●T.P .m

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は、 条件によ っ ては地下水に六価ク ロ ム と し て溶出する おそれが
ある こ と から 測定を行って おり ま す。 六価ク ロ ム の地下水における 環境基準は0 .0 2 ｍ ｇ /リ ッ ト ル以下と さ
れていま す。 ま た 、 「 0 .0 0 5 未満」 と は、 当試験において六価ク ロ ム を定量でき る 最も 小さ い値を 下回って
いる こ と を いいま す。

調査地点
④ ⑥

8月

9月

10月

⑤

Ｒ５

Ｒ５

① ② ③

⑤　④ ⑥

六価クロム(mg/ℓ)

調査地点

　 地盤改良等に使用する セメ ン ト 系固化剤は強アルカ リ 性を 示すた め、 地下水中にセメ ン ト が混入し た場
合、 ｐ Ｈ がアルカ リ 性に傾く おそれがある こ と から 測定を 行っ ており ま す。 ｐ Ｈ については地下水における
環境基準は定めら れて いま せん。 なお、 p H＝7 が中性である こ と を 表し ており ま す。

　 東京湾の海面の平均高さ を ０ と し て、 標高を 表す時に用いる 単位です。

8月

9月

10月

調査地点
① ② ③

ｐＨ

調査地点

六価クロム(mg/ℓ)

ｐＨ

-6.00

-4.00

-2.00

0.00

2.00

Ｒ３ .１ Ｒ３ .４ Ｒ３ .７ Ｒ３ .１０ Ｒ４ .１ Ｒ４ .４ Ｒ４ .７ Ｒ４ .１０ Ｒ５ .１ Ｒ５ .４ Ｒ５ .７ Ｒ５ .１０

①-1 ①-2 ①-3 ①-4 ②-1 ②-2 ③-1 ③-2 ③-3

④-1 ④-2 ④-3 ⑤-1 ⑤-2 ⑤-3 ⑤-4 ⑥-1 ⑥-2

水
位

標
高

T
P(

m)

　 騒音レ ベルＬ Ａ 5およ び振動レ ベルＬ 1 0を 下の表に示し ま す。

○法律によ る 規制基準を 満足し て いま す。

解説

●騒音レベルＬ Ａ 5

●振動レベルＬ 1 0

調査日

１
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 56 35
10月30日

昼間（8時～17時）

調査地点 付近の工事内容 騒音レベルＬＡ5（ｄＢ）

　 騒音の大き さ を騒音レ ベルと いい、 ｄ Ｂ （ デシベル） と いう 単位で表し ま す。 騒音レ ベルをある 時間測定

し たと き 、 全測定値の大き い方から 5 % 目の値をＬ Ａ5 と 表し ま す。 こ れは、 「 特定建設作業に伴って発生す

る 騒音の規制に関する 基準」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

　 騒音と 同様に、 振動レ ベルをある 時間測定し たと き 、 全測定値の大き い方から 1 0 ％目の値をＬ 1 0 と 表し ま

す。 こ れは、 「 振動規制法施行規則」 に示さ れた規制基準と 比較する 値です。

２
京葉ジャンクション

Ｂランプ工事 65 44
10月30日

昼間（8時～17時）

法律による規制基準

特定建設作業に伴って
発生する騒音の規制に

関する基準

特定建設作業に伴って
発生する振動の規制に

関する基準

85 75

３
京葉ジャンクション

Ｇランプ工事 62 44
10月30日

昼間（8時～17時）

振動レベルＬ10（ｄＢ）
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